
産地パワーアップ事業の取組事例 （兵庫県）

取組の概要

取組の概要 ：水稲種子生産の体制整備
計画作成主体：養父市農業再生協議会
対象品目 ：水稲種子（産地面積：８１㏊）
取組主体 ：たじま農業協同組合
成果目標 ：集出荷・加工コストの１０％以上の

削減
助成金の活用：整備事業（乾燥調製設備）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H30年度〉

作付面積：８１ha （処理数量：５０１ｔ）
集出荷・加工コスト：２３，０６０，０００円

作付面積：８１ha （処理数量：５０１ｔ）
集出荷・加工コスト：２５，６２２，６００円

事業効果

25,622,600円

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○ ２つの種子生産組合で持つ施設の統合によ
る経費の削減。
○ 乾燥能力の向上により、収穫遅れによる倒
伏被害の減少。
○ 色彩選別機の導入による種子の品質向上。

推進体制

地域の関係者（養父市、たじま農業協同
組合、養父市種子生産組合、村岡種子生
産組合、兵庫県農作物改良協会、兵庫
県）が一体となり、事業を推進。

乾燥調製設備の性能アップ
及び２つの種子生産組合で
持つ施設の統合により、集出
荷・加工コストを１０％削減。

地域における独自の取組

○ 全量種子合格を目指す
○ 種子生産圃場の団地化
○ 自主審査の実施（３回/年）
○ 基肥に有機質肥料を使用

〈主な取組〉

▲10％

地区の概要

～集出荷・加工コスト～
（施設運営コスト）

兵庫県
や ぶ

養父市
か み

香美町

23,060,000円

（水稲種子の圃場審査研修）

写真があればお願いします


